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地域の歴史をワンストップで知るには？

新
し
い
年
最
初
の
ラ
ン
チ
は
、

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
素
敵
な
カ
フ
ェ

「
か
お
り
カ
フ
ェ
」
さ
ん
。

ま
ず
は
食
材
。
野
菜
は
、
ほ
ぼ
１

０
０
％
が
地
元
農
家
の
朝
採
れ
野
菜
。

新
鮮
野
菜
を
惜
し
げ
も
な
く
使
っ
た

ラ
ン
チ
は
、
ご
は
ん
プ
レ
ー
ト
の
週

と
パ
ス
タ
の
週
が
交
互
に
提
供
さ
れ

ま
す
。

こ
の
日
の
プ
レ
ー
ト
は
、
人
参
と

鶏
肉
の
油
淋
鶏
、
焼
き
ク
リ
ー
ム
コ

ロ
ッ
ケ
を
中
心
に
、
和
え
物
、
炒
め

物
、
千
枚
漬
け
・
・
と
盛
り
だ
く
さ

ん
。
和
洋
折
衷
、
お
ば
ん
ざ
い
的
な

手
間
の
か
か
っ
た
料
理
で
、
毎
日
で

も
食
べ
た
い
内
容
で
す
。

そ
の
上
、
ス
ー
プ
は
具
沢
山
、
サ

ラ
ダ
は
お
替
り
自
由
・
・
と
、
も
う

完
璧
。
自
家
製
デ
ザ
ー
ト
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
・
・
大
満
足
で

す
。店

内
は
、
床
材
か
ら
壁
ま
で
自
然

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル

志
向
の
空
間
。
薪
ス
ト
ー
ブ
が
ほ
っ

こ
り
と
し
た
ぬ
く
も
り
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

薪
な
ら
で
は
の
温
か
さ
が
広
が
る

「
か
お
り
カ
フ
ェ
」
さ
ん
。
冬
の
寒

さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
癒
し
の
カ

フ
ェ
で
す
。

ひ
と
こ
と

便利屋メニュー実施中！
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「かおりカフェ」
住所：伊勢崎市堀下町1682-1
電話：0270-61-6921
営業時間11:00～17：00
（ランチ15：00まで）
定休日 土・日

出典 伊勢崎佐波エリアを発見
するサイト「アイマップ」
http://www.imap.ne.jp

今
年
の
伊
勢
崎
は
駅
伝
で

熱
か
っ
た
。
と
思
っ
た
の
は
、

私
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？奇

し
く
も
年
末
に
か
け
て

放
映
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「
陸

王
」
。
行
田
市
が
舞
台
に

な
っ
て
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

伝
が
実
際
に
再
現
さ
れ
た
り

し
て
、
高
視
聴
率
で
終
わ
り

ま
し
た
。
私
も
毎
回
楽
し
み

に
見
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
も
あ
り
今
年
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
は
、
い

つ
も
以
上
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
見
た
次
第
。

更
に
翌
日
は
箱
根
駅
伝
。

地
元
上
武
大
が
出
場
。
2

日

間
見
続
け
ま
し
た
が
、
無
念
。

20

位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
で

も
10

年
連
続
、
毎
年
出
場
し

て
い
る
な
ん
て
凄
い
こ
と
で

す
。
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま

す
。そ

ん
な
わ
け
で
個
人
的
に

は
正
月
三
が
日
は
、
駅
伝
で

熱
か
っ
た
私
。
ち
な
み
に
陸

王
を
履
い
て
い
る
選
手
が
い

な
い
か
必
死
で
見
つ
け
て
た

の
で
す
が
、
残
念
。
見
つ
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）

伊
勢
崎
市
堀
下
町
「
か
お
り
カ
フ
ェ
」
さ
ん

プレートランチ 1100円

かたづけダンベぇでは、いわゆる便利屋
さんが行っているようなサービスも請け
負っております。いくつかあるなかで多い
のが、「草刈り」です。時には「芝刈り」、
庭木の「剪定」にもなったりするのですが、
結構多いのです。かたづけのお仕事をさせ
て頂く際に、剪定をしないとスムースに片
付けができないというケースもございます。
夏場に多いのかな？と想定していた草刈

りですが、年末に芝刈りの依頼を受けまし
た。訪ねてみると、たしかに結構な芝がお
庭に伸びてました。先日、草刈り機と芝刈
り機を活用し、最後は人の手によって仕上
げをさせてもらいました。お客様にも大変
喜ばれた事案となりました。

これからも便利屋さん的メニューを、少
しづつ増やしていこうと考えております。
我々が対応できない事案でも、仲間をご紹
介致します。
是非こんなことできるのかな？ご家庭内

のお困りごと、なんでもお気軽にご相談下
さい。

下ると殉職した藩士の碑が（碑文は勝海舟のもの）

地元の歴史って意外に知らないですよね？先日あ
る施設に入ってしみじみ思いました。「コンパクト
に地元のことを知れる場所があるって良いな～」と。
入った施設は、下仁田町にある「歴史館」。国道
254号の下仁田役場を過ぎると、左側の丘の上にあ
ります。何度この前を名前だけ見て通り過ぎたで
しょうか？数え切れないくらいそうしてきたと思い
ます。興味はあったのですが、チャンスが無かった。
たまたま今回、意を決して入りました。
入場料200円を支払うと職員から、「荒船風穴の
DVDを見て下さい」とのこと。15分と言われて
ちょっと抵抗あったのですが、見てよかった。実に
わかりやすく、よくできてます。特筆すべきは、幕
末の「下仁田戦争」（水戸天狗党と高崎藩士との攻
防戦）と、中小坂鉄山について。特に下仁田戦争は
ジオラマもあり、背景を説明した年表は圧巻でした。
その他、縄文弥生からの土器や、もちろん風穴につ
いての展示等もあって盛りだくさん。狭いスペース

によくぞここまで盛り込んだなという感じです。ま
た、下仁田にも幕末はあったんだと感動でした。
展示手法や展示物も歴史を感じ手作り感満載。お

世辞にも今風とは言えませんが、でも見ている人に
きちんと説明しようという展示側・資料作成側の気
持ちが伝わってきます。それは私以外の方も感じた
様で、家族連れで来た県外の方は、「意外に見応え
があった」と一言呟いて満足げに退館してました。
翻って我が伊勢崎。ワンストップで古代から現代

までのことを、わかりやすくまとめてある場所って
あるのかな？と思った次第。地元の歴史を次の世代
に引継ぐ「メモリアルスペース」って、格好はどう
であれ整備されるべきなのかもしれませんね。

★下仁田町「歴史館」下仁田町下小坂71-1
電話0274-82-5345（世界遺産、荒船風穴は
11月～3月は閉鎖とのこと。）


